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令和３年４月６日（火） 

 

令和３年度１学期始業式 

 

東原庠舎中央校   

校長 下村昌弘 

 

○  全校の皆さん、おはようございます。校長の下村昌弘です。みなさん、今日は

元気に登校できましたか。頭の中はすっきりしていますか。進級おめでとうござ

います。 

 

○  さて、今日から新しい年度、新しい学期が始まりました。寒い冬が過ぎ、温か

な春がやってきました。 

 

○  今日皆さんは何となくそわそわ、でも、ワクワクした気持ちで教室に入ってく

れたのはないでしょうか。 

 

○  新しい友だち、新しい先生との勉強がこれから始まります。さあ、今年はがん

ばるぞ、そういう気分ではないでしょうか。 

 

○  ところで、皆さんは飛行機に乗ったことがありますか？ 

 

○  飛行機が離陸するとき、シートに背中を押しつけるくらいに、滑走路で一気に

加速し、そのあと結構な急角度で空に上がっていきます。 

 

○  ぐーっと１００００メートルくらい上空に上がって、そこから、例えば佐賀か

ら東京に行くとしたら、約１０００キロの道のりをその高度を保って飛び続けま

す。 

 

○  この１０００キロを行くのに必要な

ガソリンと最初の５０キロを行くガソ

リンは大体同じだそうです。 

 

○  つまり、最初、ぐーっと上がってい

くときは、上空を飛び続けるときのガ

ソリンの約２０倍のガソリンを使うわ

けです。その点、レベルは違いますが

自転車も同じですね。漕ぎ始めにエネルギーがいって、安定したら楽に漕げます。 
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○  何が言いたいか分かりますか。 

 

○  今、みなさんは令和３年度をぐーっと飛び立とうとしているわけです。その時

には、普段の２０倍のエネルギーが必要だということなのです。 

 

○  これは相当、ご飯をしっかり食べて、気合を入れて、頑張らないといけません

ね。 

 

○  では、その頑張りのためには何が必要か。それ

には「熱意」がないといけません。そして、この

「熱意」は「目標」や「夢」から生まれます。 

 

○  昨年の始業式で「うさぎとかめ」の話をしまし

たね。「かめ」が「うさぎ」を追い抜きます。そ

の時、「なぜ、『かめ』は寝ている『うさぎ』を起こさなかったのか」。 

 

○  『かめ』は寝ている『うさぎ』に気づいて、今がチャンスと、こっそり追い抜

いたのか。 

 

○  そうかもしれません。でもそれは、ちょっとずるいので

はないか。スポーツマンシップに反するのではないか。そ

んなおせっかいな疑問もわいてきます。 

 

○  そこで、私はこう思うのです。コツコツ頑張る『かめ』さんは、そんな意地悪

な性格ではないと思います。そうではなく、『かめ』が『うさぎ』を起こさなか

ったのは「『かめ』は『うさぎ』を見ていなかったから」だと思います。 

 

○  『かめ』は、ゴールの山のてっぺんだけを見ていたのではないでしょうか。 

 

○  一方で、『うさぎ』はどこを見ていましたか？ 『うさぎ』は『かめ』ばかり、

つまり、後ろばかり見ていましたよね。 

 

○  『かめ』は目標である山の頂上しか見ていなかった。つまり、目標から目をそ

らさなかったからこそ、途中で立ち止まらない、力が湧いていたのだと思います。 

 

○  競泳の池江璃花子選手が４月４日に行われた日本選手権で東京五輪の代表切

符を手にしました。「努力は必ず報われる」とコメントした池江さんは「勝ちた

い」「オリンピックに出たい」という夢、目標から目をそらさずに、勝つための

努力をしてきたのだと思います。 

                   

熱意 夢や目標 ら生まれる 
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○  みなさんも、日常生活の中で、小さな目標でいいから、しっかり決めて、毎日

そのことを意識して生活してみてください。きっとエネルギーが湧いてくるでし

ょう。 

 

○  それから、もう一点。生活上の注意を話します。それはコロナ対応の件です。 

 

○  昨年、一年間、新型コロナ感染症対策の生活をしてきて、「マスク着用」と「手

指の消毒」は新しい日常となりました。おかげで昨年度はインフルエンザの流行

がなかったと言われています。素晴らしいことです。 

 

○  しかし、最近のニュースでは、３月に大都市で緊急事態宣言が解除されたのは

いいけど、そのあと感染者がまた増えてきていて、大阪などは「まん延防止等重

点措置」が新たに出されました。 

 

○  佐賀県も感染者数が増えたかと思うと、一時また減ってきて、最近また増えて

きたような気がしています。 

 

○  さいわい、多久市で感染者は出ていないようですが、今一度、気を引き締めて

ほしいと思います。 

 

○  感染は「飛沫感染」と「接触感染」の２種類です。「飛沫」はマスクで防ぎま

す。人と直接接する場所ではマナーとしてマスクをつけましょう。 

 

○  そして「接触」

への対応ですが、

私たちは「接触」

しない、何ももの

に触れないという

ことはできません。

だからといって、

いつも手袋をつけるとうことも現実的ではありません。したがって、これに対応

するには、こまめな手指の消毒しかありません。 

 

○  マスクと消毒。今年もこの２つはしっかり守ってください。 

 

○  では、令和３年度が皆さんにとって素晴らしい一年になることを祈って、１学

期始業式の話とします。今年度も張り切って頑張りましょう。 

気 引 し締 て 

へ 飛沫感染

マスクの着用

ひ まつ かん せん

気 引 締 て 

へ 接触感染

手指の消毒

せっ しょく かん せん


